
論文テーマ 

サプライヤー企業のカーボンニュートラル 

～自社製品の LCA・CFP への対応～ 

論文の主旨 

大手企業を中心に GHG（温室効果ガス）の排出量算定が求められつつある。 

特に、GHG プロトコルの Scope3 と言われる、自社の外部での排出量算定の重要性

が増してきている。 

当時に、当該企業へ原材料や部品を提供しているサプライヤー企業には、ライ

フサイクルアセスメント(LCA)やカーボンフットプリント(CFP)を使用すること

が要求される。サプライヤー企業のおける、今後の戦略や競争力の源泉として、

重要な要素となりつつある。 

本論文ではサプライヤー企業における LCA、CFP の位置づけを明確にし、取り

組み方法とポイントについて、具体事例とともに提言する。 

まず、LCA のプロセスについて述べる。算定の原則である活動量の把握と排出

原単位の考え方についても触れていく。 

次に、提供する製品について BOM（部品構成表）を利用した算定方法について

提言する。BOM では足りないデータを明確にするとともに、その収集方法や利用

方法について述べる。 

最後に、算定事例を紹介しながら、上記ポイントについて触れたい。ここでは、

LCA で使用する一次データと二次データについても考察する。特に、一次データ

の取得が重要となる工程について検討するとともに、一次データの実測事例を示

しながら、実測する時のポイントについても紹介する。 
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